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Li は加速器型中性子源におけるビームターゲットや核融合炉ブランケットとしての利用が検討されているが、

反応性の高さが事故時のリスクとして懸念されている。そこで本研究では Na で反応性の抑制が確認された

ナノ粒子分散効果を Liで評価するため、まずは金属ナノ粒子分散 Liと純 Liで接触角評価を実施した。 
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1. 緒言 

Li は加速器型中性子源におけるビームターゲットや核融合炉ブランケットとしての利用が検討されている

が、反応性の高さが事故時のリスクとして懸念されている。同様の特性を持つ Naは既に研究が進められてお

り、ナノ粒子分散により反応性が抑制、加えて表面張力や粘性係数の変化も報告されている[1,2]。そこで本研

究では、同様の効果が Li にも期待できると考え、ナノ粒子分散 Li の基礎特性を得ることを目的とする。金

属ナノ粒子分散 Liと純 Liで低放射化フェライト鋼 F82Hと SUS304に対する接触角の計測を実施した。 

2. 実験手法 

ナノ粒子としては、量子化学計算によるスクリーニングからタングステン（W）と銅（Cu）を選定、Wを

3、6 wt%、Cu を 3 wt%含有させた Li サンプルを作成した。プレートヒーターに F82H 及び SUS304 板を設

置、その上に純 Li とナノ粒子分散 Li を置き、ヒーターで加熱、溶融させて液滴状態となったところで撮影

し、画像解析から温度毎で接触角を計測した。実験はグローブボックス内で Ar雰囲気、1気圧下で実施した。 

3. 結果と考察 

F82Hを用いた接触角計測結果を Fig.1に、F82Hと SUS304を用いた

接触角計測結果を Fig.2 に示す。Fig.1 は純 Li との比を示している。デ

ータにバラつきはあるものの、総じてWナノ粒子分散 Liの方が純 Liよ

り接触角が小さい。一方、Cuナノ粒子分散 Liについては、多くの点で

1 を超えている。これは Cu の分散で表面張力が大きくなった結果と考

えられる。また、Fig.2より 300℃以上の高温域ではナノ粒子分散 Liの

方が概ね濡れ性が良くなったが、材料による有意な差はなかった。 

4. 結論 

ナノ粒子分散 Liの特性評価の一環として F82H及び SUS304に対す

る接触角を計測、純 Li と比較を行った。ナノ粒子分散 Li は純 Li より

も濡れ性が良くなるが、材料による有意な差は見られなかった。 
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Fig.2 Comparison of F82H and SS304 

Fig.1 Contact angle with F82H 
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